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項目 数式 令和４年度実績 

下水道使用料収入 ①  165,799（千円／年） 

汚水処理費 ②  237,597（千円／年） 

年間有収水量 ③  1,583,978（㎥／年） 

使用料単価 ④＝①／③ 104.7（円／㎥） 

汚水処理原価 ⑤＝②／③ 150.0（円／㎥） 

経費回収率 ④／⑤ 69.8（％） 

下水道使用料と費用の現状 

使用料単価、汚水処理原価、経費回収率の実績 



 

 

 

下水道使用料と費用の現状 

有収水量 

有収水量とは、 

料金徴収の対象となった水量で

す。 

左は、越谷・松伏水道企業団が

発行する通知書の例です。 

赤枠内の数字が有収水量です。 

 

 

越谷松伏水道企業団 HPより 



 

 

 

 

 

1,870 1,870 
2,970 

4,070 
5,280 

6,490 

9,570 

12,650 

1,826 
2,090 3,850 

5,610 

7,920 

10,230 

16,170 

22,110 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

10 20 30 40 50 60 80 100

（円）

（㎥）

上水道料金と下水道料金の比較

松伏町（現行） 上水道料金

下水道使用料と費用の現状 

〇上水道料金と下水道料金について 
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下水道使用料と費用の現状 

10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 60㎥ 80㎥ 100㎥

松伏町（現行） 1,870 1,870 2,970 4,070 5,280 6,490 9,570 12,650

越谷市 1,760 2,728 3,938 5,148 6,468 7,788 10,428 13,068

吉川市 1,760 1,760 2,750 3,740 4,840 5,940 8,580 11,220

三郷市 2,140 2,140 3,284 4,428 5,572 6,716 9,312 11,908

草加市 1,804 1,804 2,849 3,894 4,939 5,984 8,184 10,384

八潮市 1,892 1,892 2,926 3,960 5,016 6,072 8,250 10,428

春日部市 1,056 2,244 3,432 4,752 6,204 7,920 11,616 15,576
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・使用料単価とは、有収水量１㎥あたりの下水道使用料収入です。 

 

計算式 

 

 

松伏町下水道事業の令和４年度実績 

 

 
 

下水道使用料と費用の現状 

使用料単価 

使用料単価(円／㎥)＝下水道使用料収入(円／年)÷有収水量(㎥／年) 

使用料単価(円／㎥)＝165,799,487(円／年)÷1,583,978(㎥／年) 

         ≒104.7(円／㎥) 



 

 

 

 

（以降、「汚水処理原価」とします。） 

 

・有収水量１㎥あたりの汚水を処理するのに要する費用（公費負担分を除く）で

す。公費負担分は、料金収入とは別に国が決めた一般会計でまかなうべきとさ

れる金額です。 

計算式 

 

 

松伏町下水道事業の令和４年度実績 

 

 

下水道使用料と費用の現状 

汚水処理原価（公費負担分を除く） 

汚水処理原価(円／㎥)＝汚水処理費(円／年)÷有収水量(㎥／年) 

汚水処理原価(円／㎥)＝237,597,000(円／年)÷1,583,978(㎥／年) 

         ≒150.0(円／㎥) 



 

 

 

 

国からの要請 

① 公営企業の経営に当たっての留意事項について(平成２６年８月２９日、総務省自治財務局公営企業３課室長より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下水道使用料と費用の現状 

下水道使用料の改定の目的 

４ 下水道事業 

（１）経営について・・・（中略）・・・ 

⑦ 下水道事業における使用料回収対象経費に対する地方財政措置については、最低行う

べき経営努力として、全事業平均水洗化率及び使用料徴収月 3,000円／20㎥(150円／

㎥)を前提として行われること。 

⑧分流式下水道等による経費の操出基準を踏まえ、汚水処理経費についても、使用料で賄

うべき経費と一般会計で負担すべき経費とを明確に区分するとともに、使用料が低い水

準にとどまり、使用料で賄うべき経費を一般会計からの繰入等により賄っている地方公

共団体にあっては、早急に使用料の適正化に取り組むこと。 

「受益者負担の原則」に基づかない基準外繰入金の解消 

 使用料収入不足分：7,200万円の解消 

(R4予算ﾍﾞｰｽ) 

基
準
内

約1億５００万円
基
準
内

基
準
外

約２億６５００万円 約1億５００万円

約1億６０００万円

基準外繰入金 

約 7,200万円の解消 

(R4 予算ﾍﾞｰｽ) 

改定前 改定後 

2 億 3,800 万円 1 億 6,600 万円 

1 億 6,600 万円 

約 7,200 万円 



 

 

 

 

 

 

・汚水処理にかかる経費を、どの程度使用料収入でまかなえているかを表した指

標であり、使用料水準等を評価することが可能になります。これが、１００％

であれば、使用料収入で経費をまかなえていることになります。 

計算式 

 

 

松伏町下水道事業の令和４年度実績 

 

 

下水道使用料と費用の現状 

経費回収率 

経費回収率(％)＝使用料単価(円／㎥)÷汚水処理原価(円／㎥)×１００ 

経費回収率(％)＝104.7(円／年)÷150.0(円／年)×１００ 

         ≒69.8(％) 



 

 

 

 

 

・松伏町下水道事業の経費回収率は令和４年度実績が 69.8％となっています。 

100％に満たないので、使用料収入でまかなえていない状況です。 

 

項目 数式 令和４年度実績 

下水道使用料収入 ①  165,799（千円／年） 

汚水処理費 ②  237,597（千円／年） 

年間有収水量 ③  1,583,978（㎥／年） 

使用料単価 ④＝①／③ 104.7（円／㎥） 

汚水処理原価 ⑤＝②／③ 150.0（円／㎥） 

経費回収率 ④／⑤ 69.8（％） 

下水道使用料と費用の現状 

使用料単価、汚水処理原価、経費回収率の実績 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下水道使用料と費用の現状 

近隣市町における経費回収率と汚水処理原価について 

経費回収率 

平均 87.48％ 



 

 

 

 

近隣の状況（R３年度） 

経費回収率       汚水処理原価  

  松伏町  ６９．９５％     １５０．００円／㎥ 

 宮代町  ６０．３９％     １６２．２３円／㎥ 

  杉戸町   ８６．７０％     １１６．３３円／㎥ 

  吉川市  １４０．５６％      ７７．５０円／㎥ 

  越谷市  １０５．７０％     １１３．３７円／㎥ 

  三郷市   ７８．２４％     １５０．００円／㎥ 

  八潮市   ７３．５７％     １３８．７０円／㎥ 

  草加市   ８４．０８％     １１９．４１円／㎥ 

  春日部市 ８８．１３％     １４２．９０円／㎥  

下水道使用料と費用の現状 



 

 

 

 

 

・総務省は、地方公営企業へ拠出する一般会計繰出金の基準を定めており、雨水

処理に要する経費、分流式下水道等に要する経費などについては、下水道事業

の公共性から、一般会計で負担するべき経費（基準内繰出金）としています。 

・使用料収入および基準内繰出金だけでは不足する場合には、一般会計から繰り

出す基準外繰出金で補填します。 

 

松伏町下水道事業の一般会計繰出金の金額（令和４年度） 

一般会計繰出金 令和４年度 

基準内繰出金 104,785（千円） 

基準外繰出金 159,467（千円） 

合計 264,252（千円） 

下水道使用料と費用の現状 

一般会計繰出金について 
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〇一般会計からの繰入金の推移は、近年、減少傾向にある。 

下水道使用料費用の現状 
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下水道使用料と費用の現状 

使用料単価、汚水処理原価の比較図 

使用料単価 

104.7 円／㎥ 

基準内繰入金(単価) 

29.8 円／㎥ 

 

104.7 円／㎥ 

汚水処理原価 

150.0 円／㎥ 

その他原価 

29.8 円／㎥ 

 

104.7 円／㎥ 

150円 

179.8 円 

一般会計が負担

すべきとされて

いる金額 

使用料収入や基

準内繰入金だけ

で運営できない

ので、それを補

填する目的で一

般会計から繰出

す金額 

施設の維持管理

費等の総額から

適正な使用料収

入（150円）を

差し引いた金額 

適正な使用料収

入 150円は、国

が定めた基準で

す。 

収入 支出 

基準外繰入金(単価) 

45.3 円／㎥ 

 

104.7 円／㎥ 



 

 

 

 

 

・地方公営企業である下水道事業は、その経営に要する経費は下水

道使用料をもって充てる独立採算制が原則とされています。 

  

松伏町下水道事業の課題と目標 

地方公営企業の独立採算について 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

松伏町下水道事業の課題と目標 

経費回収率 69.8％ 
基準外繰出金 7,200万円  

経費回収率 100％ 
基準外繰出金 ０円 

課題 

目標 



 

 

 

 

 

 

●語句の説明 

有収水量・・・下水処理場で処理した全汚水量のうち、下水道使用料の対象となる水量 

処理区域内人口・・・処理区域に居住している人口 
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実 績 推 計

〇使用料収入は、人口減少社会の到来や節水意識の高まりなどにより、減少傾 

向にある。 

(人) (㎥) 

松伏町下水道事業の課題と目標 
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実 績 推 計

〇下水道使用料収入の推移は、近年、減少傾向にある。 

使用料収入不足額＝(国が要請する使用料単価 150円／㎥×有収水量)―使用料収入額 

松伏町下水道事業の課題と目標 



 

 

 

  

下水道使用料の検討 

ケース１ 

現行使用料を

継続する 

このケースでは、経費回収率が７０％前後となり、基準外繰出金が毎年必要とな

る見込みです。 

ケース２ 

基準外繰入金

をなくす 

このケースでは、目標である経費回収率１００％を達成し、基準外繰出金をなく

すことができます。この場合、令和４年度ベースで現行使用料から１．４３倍の料

金改定が必要になります。 

Ａ案(資料 3) 下水道使用料改定率：８％、経費回収率：75.46％とした場合 

Ｂ案(資料 3) 

Ｃ案(資料 3) 

下水道使用料改定率：１６％、経費回収率：80.67％とした場合 

下水道使用料改定率：２３％、経費回収率：85.88％とした場合 

町からの

提案 



 

 

 

 

 

 

 

基本料金（2か月） 超過料金（2か月）１㎥当たり 

基本汚水量 料金 汚水排除量 料金 

２０㎥まで １，７００円 

２０㎥を超え４０㎥まで １００円 

４０㎥を超え６０㎥まで １１０円 

６０㎥を超え１００㎥まで １４０円 

１００㎥を超える分 １８０円 

 

 

 

 

 

 

 

(参考)現在の松伏町の下水道使用料体系 

 

下水道使用料の検討 

料金改定（Ａ案・Ｂ案・Ｃ案） 



 

 

 

 

 
 

 
 

  

松伏町下水道使用料　改正案（税抜き）

水量区分 現　　行

基本使用料   0～ 20㎥ 1,700円 1,800円 5.9% 1,900円 11.8% 2,000円 17.6% 2,500円 47.1%

従量使用料  21～ 40㎥ 100円 110円 10.0% 120円 20.0% 130円 30.0% 140円 40.0%

１㎥当たり  41～ 60㎥ 110円 120円 9.1% 130円 18.2% 140円 27.3% 170円 54.5%

 61～100㎥ 140円 150円 7.1% 160円 14.3% 170円 21.4% 200円 42.9%

101～   ㎥ 180円 190円 5.6% 190円 5.6% 190円 5.6% 216円 20.0%

70円

《一般汚水》 A案 B案 C案 参考

 

《公衆浴場汚水》１㎥当たり 70円 70円 70円 70円

下水道使用料の検討 

下水道使用料体系の比較 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

水量区分 現　　行 使用料 A案 使用料 B案 使用料 C案 使用料 参考 使用料

基本使用料   0～ 20㎥ 1,700円 1,700円 1,800円 1,800円 1,900円 1,900円 2,000円 2,000円 2,500円 2,500円

従量使用料  21～ 40㎥ 100円 2,000円 110円 2,200円 120円 2,400円 130円 2,600円 140円 2,800円

１㎥当たり  41～ 60㎥ 110円 1,100円 120円 1,200円 130円 1,300円 140円 1,400円 170円 1,700円

 61～100㎥   140円 150円 160円 170円 200円

101～   ㎥   180円 190円 190円 190円 216円

小計 4,800円 小計 5,200円 小計 5,600円 小計 6,000円 小計 7,000円

消費税 480円 消費税 520円 消費税 560円 消費税 600円 消費税 700円

合計 5,280円 合計 5,720円 合計 6,160円 合計 6,600円 合計 7,700円

改定差額 0円 改定差額 440円 改定差額 880円 改定差額 1,320円 改定差額 2,420円

《一般汚水》

 

下水道使用料の検討 

家庭で５０㎥使用した場合の下水道使用料(２か月分）比較 

 



 

 

 

 

 

水量区分 現　　行

基本使用料   0～ 20㎥ 1,700円 1,800円 5.9% 1,900円 11.8% 2,000円 17.6% 2,500円 47.1%

従量使用料  21～ 40㎥ 100円 110円 10.0% 120円 20.0% 130円 30.0% 140円 40.0%

１㎥当たり  41～ 60㎥ 110円 120円 9.1% 130円 18.2% 140円 27.3% 170円 54.5%

 61～100㎥ 140円 150円 7.1% 160円 14.3% 170円 21.4% 200円 42.9%

101～   ㎥ 180円 190円 5.6% 190円 5.6% 190円 5.6% 216円 20.0%

70円

165,799,487円

0円

159,467,000円

16,793人

9,496円

71,797,513円

104.67円

69.78％

0.00％

改正前使用料収入 165,799,487円

《一般汚水》 A案 B案 C案 参考

 

《公衆浴場汚水》１㎥当たり 70円 70円 70円 70円

使用料改正による増加分（A） 13,501,669円 25,877,962円 38,254,255円 71,759,770円

改正後使用料収入 179,301,156円 191,677,449円 204,053,742円 237,559,257円

基準外繰入金(R4決算)（B） 159,467,000円

（B）-（A） 145,965,331円 133,589,038円 121,212,745円 87,707,230円

一人当たり基準外繰入金 8,692円 7,955円 7,218円 5,223円

水洗化人口　R5.3.31 16,793人 16,793人 16,793人 16,793人

汚水処理費（維持管理・資本）C 237,597,000円

不足分 58,295,844円 45,919,551円 33,543,258円 37,743円

年間有収水量 1,583,978㎥

使用料単価 113.20円 121.01円 128.82円 150.00円

80.67％ 85.88％ 100.00％

改定率 8.00％ 16.00％ 23.00％ 43.00％

経費回収率 75.46％

下水道使用料の検討 


